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⑪佐賀
Ⅰ．エリア名 佐賀（黒潮町）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満～ 40％

Ⅲ．生育型 卓状ミドリイシ優占、多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

波当たりの強いところが多く、岬のような飛び出た地形の内側や港等でサンゴが発達してい
る。被度が高い地点は卓状ミドリイシ類のサンゴが優占している。

⑫志和・⑬久礼・⑭野見
Ⅰ．エリア名 志和（四万十町）、久礼、矢井賀（中土佐町）、野見（須崎市）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満～ 20％

Ⅲ．生育型 多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

土佐湾の西側で海岸まで岩礁域が広がる。近年は、オニヒトデによる食害や低水温によるか
く乱の影響で、サンゴ被度が低い地点が多い。

高知県中央部

人工基盤上の卓状ミドリイシ類の群集

卓状ミドリイシ類が優占する群集

人工基盤上の多種混成のサンゴ群集 多種混成のサンゴ群集 ハナガササンゴの一種が優占する群集

海藻のホンダワラ類とサンゴの混成 低被度の多種混成のサンゴ群集 コモンサンゴの一種
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⑮桂浜
Ⅰ．エリア名 桂浜（高知市）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満

Ⅲ．生育型 ソフトコーラル優占

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

桂浜は、高知市浦戸湾の湾口の外側で波当たりが強い環境。坂本龍馬像等で有名な観光地の
目の前で、港湾区域になっているため、基本的には遊泳禁止の海域。サンゴの被度は低く小
型のサンゴが多い。サンゴのような固い骨格をもたないソフトコーラルが多い場所もある。

⑯大手の浜
Ⅰ．エリア名 大手の浜、塩谷海岸（香南市）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満～ 40％

Ⅲ．生育型 卓状ミドリイシ優占、多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

大手の浜は、消波ブロックの内側の静穏域にサンゴ群集が広がり、卓状ミドリイシや枝状ミ
ドリイシの群集や多種混成の群集、大型のハマサンゴ等が見られる。消波ブロック外側の塩
谷海岸では、潮通しがよく卓状ミドリイシ優占のサンゴ群集が見られる。磯遊びや海水浴等
で利用されている。

ソフトコーラルが優占する群集

コシバミドリイシ

卓状ミドリイシ類が優占する群集 多種混成のサンゴ群集

スリバチサンゴ 長寿のコブハマサンゴ 卓状ミドリイシ類が優占する群集
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⑰沖の離岸堤・⑱海浜センター
Ⅰ．エリア名 沖の離岸堤（田野町）、海浜センター（奈半利町）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満～ 30％

Ⅲ．生育型 卓状ミドリイシ優占、枝状ミドリイシ優占、多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

田野町や奈半利町では、沖の離岸堤にある消波ブロックに卓状ミドリイシ類や多種混成の群
集が見られる。離岸堤内側の静穏域では、枝状ミドリイシ優占のサンゴ群集等が発達している。

高知県東部
⑲椎名
Ⅰ．エリア名 椎名漁港と小

こ ば え
碆（室戸市）

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満～ 10％

Ⅲ．生育型 多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

椎名漁港では、室戸岬の東側で波当たりが強く港の離岸堤に守られた内側や消波ブロック上
でサンゴ群集がわずかに見られる。室戸市東側の土佐湾内にある小碆では、漁礁に卓状上ミ
ドリイシ類や塊状サンゴが見られる。どちらの地点もその大きさからほとんどが 10 年以内
の若いサンゴ群集と見られる。

人工基盤上の卓状ミドリイシ類 人工基盤上の卓状ミドリイシ類が優占する群集 椎名漁港 低被度のサンゴ群集

スギノキミドリイシが優占する群集 人工基盤上の多種混成のサンゴ群集 人工基盤上のサンゴ群集 人工基盤上のサンゴ群集
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⑳甲浦
Ⅰ．エリア名 甲浦（高知県東洋町）

Ⅱ．サンゴ被度 20 ～ 60％

Ⅲ．生育型 特定類優占型、多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

甲浦の内湾環境では、隣接する海陽町竹ヶ島と同じようなエダミドリイシ、カワラサンゴ、
大型のムカシサンゴ等が見られる。外洋側では、浅場で卓状ミドリイシ類が発達する群集が
見られ、水深 10m 以深の深場ではキッカサンゴやウスカミサンゴ等の葉状サンゴや塊状の
サンゴが卓越する多種混成群集が見られる。葛島の内湾では、ハマサンゴ類が卓越した四国
では珍しい特定類優占の群集が見られる。

㉑竹ヶ島
Ⅰ．エリア名 竹ヶ島（徳島県海洋町）

Ⅱ．サンゴ被度 30 ～ 50％

Ⅲ．生育型 枝状ミドリイシ優占、多種混成

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

室戸阿南海岸国定公園の海域公園 1 ～ 2 号。1 号地には竹ヶ島を代表するサンゴの一つであ
り、高緯度サンゴ群集域に多いエダミドリイシの大規模な群集が見られる。竹ヶ島のサンゴ
群集は主に内湾に発達しており、ミドリイシ以外にカワラサンゴやウミバラといったサンゴ
が卓越し、大型のムカシサンゴやハマサンゴが見られるのも特徴。周辺のグラスボート観光
や水族館等で高緯度サンゴを見ることができる。

徳島県南部

卓状ミドリイシ類が優占する群集 多種混成のサンゴ群集 エダミドリイシが優占する群集 カワラサンゴ

深場の多種混成のサンゴ群集 ハマサンゴの一種が優占する群集 ウミバラが優占するサンゴ群集 長寿のムカシサンゴ
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サンゴ食巻貝類 30

Drupella 属等サンゴ
食巻貝は、サンゴの
組織を摂餌する殻長
2 ～ 4cm の肉食性貝
類です。本属の貝類
は、 通 常 1 か ら 10
個体程度の集団を形
成してミドリイシ科

等の樹枝状サンゴやテーブル状サンゴが形成する枝の隙
間等に生息します。しかし、稀に 1000 個体以上が大量発
生し、大集団を形成することがあります。

日本では、1976 年に三宅島で初めて大量発生が記録さ
れ、その後沖縄諸島を起点として、黒潮流域に位置する

各地で連続的に発生が記録されています。

オニヒトデに比べると被害の範囲は小さい傾向にあり、
地域全体が壊滅的な影響を受ける被害にはなりません
が、大量発生した場所には局所的なサンゴの壊滅が見ら
れ、その他のかく乱要因が加わった場合のサンゴ群集の
荒廃の進行が懸念されます。

四国南太平洋沿岸では、1989 年に高知県大月町尻貝で大
量発生が確認されて以降、高知県竜串や愛媛県愛南町で
も大量発生が起こり、2000 年頃までにピークを迎えたと
考えられます。その間、軽微なものから大規模なものま
で各地でサンゴの食害被害が確認されました。現在はサ
ンゴ食巻貝の発生数は小康状態を保っています。

オニヒトデ
体表面に有毒な針を
持 つ 大 型 の ヒ ト デ
で、成体になると体
長は直径 40 cm を超
え、太平洋、インド
洋、紅海等の世界各
地のサンゴ生息地で
見られます。沖縄県

のサンゴ礁域では通常 1ha あたり１から 5 個体の密度で
生息し、一般的に夜間にサンゴを食べ、日中はサンゴの
下や岩陰に隠れています。大量発生すると昼夜問わずサ
ンゴを食べる機会が増え、サンゴへの被害が拡大します。
天敵となる生物はホラガイですが、オニヒトデの大発生
を抑えるほどの生息密度ではなく、サンゴ群集を保全す
る上では、オニヒトデの生息密度を通常の範囲に抑える
ことが必要になります。

日本では 1970 年代～ 1980 年代と 2000 年頃の 2 度にわ
たって、沖縄諸島や奄美群島等のサンゴ礁域や、九州や
四国、和歌山等の高緯度サンゴ群集域で数千から 1 万匹

を超す大量発生が同時多発的かつ長期的に起こりました。

大量発生が起こると、多くの地域でサンゴが食い尽くさ
れ、壊滅的な被害が出た地域もあります。その後、稚サ
ンゴの新規加入が見られた地域もありますが、生存サン
ゴ被度は低下する傾向が見られます。

四国南太平洋沿岸でも、1970 年代に大量発生し、1980
年代初めには収束したものの、2000 年頃から再び増加傾
向が見られ、2008 年～ 2012 年にかけて発生数が増えま
した。この時期に足摺岬から西の太平洋南岸や土佐湾内
の西岸では、オニヒトデ駆除が行われていなかった地点
のほとんどのサンゴ群集が壊滅的な被害を受けました。
その後徐々にオニヒトデの数は減少しましたが、2013 年
以降も出現が継続している地域があり、今後の大発生に
ついては可能性が否定できません。すべてのサンゴ群集
域の守ることはできませんが、重点保全区域の継続的な
駆除活動によって、サンゴ群集への被害を抑えている海
域もあります。

オニヒトデの食害を受けるサンゴ群集（高知県土佐清水市）
サンゴ食巻貝による食害

駆除された大量のオニヒトデ（高知県土佐清水市）

ホラガイに食べられるオニヒトデ
ダイバーによるサンゴ食巻貝の駆除。サンゴの下に隠れている貝
をピンセットで捕獲する

⑶  サンゴ食害生物 29

サンゴを捕食する生物として、オニヒトデやサンゴ食巻貝類等がいます。これらのサンゴ食生
物は、成長の早いミドリイシ科のサンゴを好んで食べる傾向があります。それによって、成
長の遅い他のサンゴが生息できたり、稚サンゴが加入するための裸地が提供されたりします。
そのため、これらのサンゴ食生物はサンゴの種の多様性に貢献していると考えられています。

しかし、稀に局所的な大量発生が起こると、サン
ゴに壊滅的な被害をもたらすことがあります。オ
ニヒトデやサンゴ食巻貝類の大量発生は世界各地
で報告されており、多くのサンゴ生息地に深刻な
被害をもたらしてきました。そのため、これらの
種は「サンゴ食害生物」とされています。

オニヒトデもサンゴ食巻貝も大発生の原因はよく
分かっていません。自然の営みではありますが、
大量発生によってサンゴが深刻な被害を受ける
と、その地域のサンゴや海洋生物の多様性、生態
系に深刻な影響が及ぶことが考えられます。
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⑷  気象現象
台風や豪雨は、サンゴの生息地に強い風や波浪、陸域からの土砂流入や、海中の堆積物や栄養
塩の流入等をもたらします。これにより、サンゴは剥離や破損、転倒といった物理的な破壊や、
海岸の法面の崩壊等生息地の地形の改変といった被害を受けます。

台風は夏季の海面水温を低下させるため、サンゴの生息環境を守る働きもしますが、局所的な
かく乱要因にもなっています。高知県室戸岬が「台風銀座」と呼ばれるように、四国南太平洋
沿岸は台風の通過や上陸が多く、その影響を受けやすい地域です。高知県の有名なダイビン
グスポットの一つである柏島では、2004 年や 2005 年の台風の影響で大きな被害を受けて、
サンゴ被度が大きく低下しました。その後、卓状ミドリイシ類の大規模な加入があり、10年
とかからずにサンゴ群集の急速な回復が見られました。

また、この地域での気象現象によるサンゴの被害事例として、2001 年 9月に土佐清水市、大
月町、宿毛市で発生した高知西南豪雨による足摺海域への土砂流入があります。土佐清水市
の竜串湾内では河川から、大月町の尻貝海中公園では斜面崩壊により大量の土砂が海に流入
し、サンゴが土砂に埋まる等大きな被害が出ました。その後、台風の働きや環境省等による
除去作業によって堆積した土砂は減少しましたが、一部では濁りによる水質悪化をもたらし、
サンゴの生育に影響したと考えられています 31。

気候変動の影響に伴って、台風の強度増大や大雨の発生頻度増加が予測されており、四国南
太平洋沿岸においても、かく乱要因が増す可能性があります 32。

⑸  人間の活動
四国南太平洋沿岸では高緯度サンゴを基盤とする文化・生業・産業が限定的なため、人間の活
動とサンゴの関係性や、人間の活動のサンゴへの影響について明確ではないことが多い状況で
す。ただし、沿岸海域では、沿岸の開発や埋め立て、ダイビングや海水浴等のマリンレジャー、
船渡、養殖漁といった人間の活動が行われ、高緯度サンゴのかく乱要因となる事例も確認さ
れています。

1996 年、運輸省（当時）によってエコポート（環境共生型港湾）事業が導入され、高知県夜
須町での新整備計画が実施されました。当時、夜須町の海岸域では、港の整備による海岸の
埋立て、人工海水浴場やヨット斜路設置のための旧海水浴の一部埋立て等が実施され、海岸
の大規模な改変が行われました。自然の渚の形が歪められたことにより、残された海岸や海
中の堆積環境のバランスが崩れ、サンゴの生息する大手の浜では、砂礫によるサンゴの埋没
等が確認される等の影響が顕在化しました。

また、1990 年代から 2000 年代前半には、高知県大月町柏島においてダイビングによる高緯
度サンゴの過剰・不適切な利用も見られました。当時、柏島でのダイビングが盛んになり、
ダイビング船によるサンゴ群集への無秩序なアンカリングがサンゴを破壊していることが指
摘されました。さらに、柏島周辺の海域利用に関して、ダイビング事業者と地元漁業者との
間で調整が難航したこともあり、特定のダイビングスポットに観光客が集中しました。繁忙
期には、後の浜の 500 ｍの幅に設置された 10個のブイに十数隻のダイビング船が連なり、
海底には百人を超えるダイバーが入り乱れる状況も見られ、サンゴをはじめ沿岸海洋生態系
に悪影響が及ぶことが心配されました 33。

この他にも、イセエビ漁の際にサンゴが巻き上げられ破損する事例や、赤潮によるサンゴの
死滅の事例が確認されています。

人間の活動が、高緯度サンゴを含む沿岸生態系にとってかく乱要因となり得ることを理解し、
関係性や影響に配慮しなければ、不可逆的な影響を与える可能性があることには今後も留意
が必要です。またその際には、四国南太平洋沿岸の高緯度サンゴ群集域の海岸延長が 1,599km
に及び、地域ごとに海の状況や利用形態が多様であることから、他地域の事例を参考にしな
がら、各地域固有の状況を把握することが重要です。

台風の波浪で破損や
剥離したサンゴ

（高知県宿毛市）
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四国南太平洋沿岸での取り組み

サンゴ食害生物の駆除

環境省自然環境局生物多様性センター（『環境省モニタリングサイト 1000 サンゴ礁調査 
2003 - 2017 年度取りまとめ報告書』）及び、こうちサンゴ沿岸生態系適応ネットワーク（第
2回ネットワーク集会）によると、近年各地でさまざまな主体によって、サンゴの保全事業と
してオニヒトデの分布調査や駆除活動が行われています。

令和 3年度（2021 年度）のオニヒトデ駆除数は約 2,696 個体、令和 4年度（2022 年度）は
約 1,177 個体となっており（一部地点を除く）、全体的にオニヒトデの出現数は概ね減少傾向
にあります。ただし、局所的に出現が多い地点もあり、モニタリングの現況に応じた駆除活
動の継続が必要です。

表 6.  四国南太平洋沿岸での主なサンゴ食害生物の駆除活動

行政区 事業名 実施主体 駆除対象

愛南町

マリンワーカー事業 環境省（宇和海海中資源保護対策協議会）
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

宇和海海域公園サンゴ保護対策
事業

宇和海海中資源保護対策協議会請負（県補助）
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

水産多面的機能発揮対策事業 愛南サンゴを守る協議会（水産庁交付金事業） オニヒトデ

宿毛市
大月町

水産多面的機能発揮対策事業
宿毛湾環境保全連絡協議会

（水産庁交付金事業・県市町補助）
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

マリンワーカー事業 環境省 オニヒトデ

大月パークボランティアサンゴ
保全活動

足摺宇和海国立公園大月地区パークボランティア
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

土佐清水市

水産多面的機能発揮対策事業 みんなの海を育てる会（水産庁交付金事業）
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

マリンワーカー事業 環境省
オニヒトデ
サンゴ食巻貝

土佐清水市補助事業 NPO 竜串観光振興会 オニヒトデ

香南市
香南市補助事業

（手結オニヒトデ分布状況調査）
香南市・黒潮生物研究所・YASU 海の駅クラブ オニヒトデ

宿毛市
大月町

マリンワーカー事業 環境省 オニヒトデ

水産多面的機能発揮対策事業 宿毛湾環境保全連絡協議会（水産庁交付金事業） オニヒトデ

四万十町志和 サンゴ保護業務 高知県（四万十ダイブ・黒潮生物研究所） オニヒトデ

人間活動とその影響の回避・軽減

四国南太平洋沿岸では、高緯度サンゴの存在やその沿岸生態系における役割、人間との関わ
りについての認知度は低い傾向にあります。しかし、自らの事業活動が地域の海域環境に影
響を及ぼすことを認識する地元企業や自治体等が協力して、サンゴの保全活動を行っている
事例もあります。

徳島県海陽町では、地元漁協によるサンゴの移植（1986 年～）や、竹ヶ島海中公園自然再生
協議会の発足（2005 年～）、近年では海陽町による竹ヶ島海域公園魅力化プロジェクトの実
施等、竹ヶ島周辺の海域環境とサンゴの保全が行われています。海洋自然博物館マリンジャ
ムでのサンゴの生育実験や、移植放流、サンゴモニタリング調査、小学生によるサンゴの移
植体験が、地域内外の人材や資金を得て実施されています 41。

また、高知県奈半利町では、高知県「環境先進企業との協働の森づくり事業」の一つとして、
2006 年から日本たばこ産業株式会社（JT）が所有する「JT の森　奈半利」での森林保全を
通じた川・海の自然環境及びサンゴ等流域の生きものが暮らす環境の保全活動が行われてき
ました。森林の水源涵養機能の向上によって、サンゴの生息する奈半利町周辺の海域環境を
保全することを目指し、スギやヒノキ林の間伐や、広葉樹の植栽・育成、地域関係者の交流、
環境学習が行われました 42, 43, 44。

過去には、サンゴ保全を目的に沿岸開発を取りやめた事例もあります。1987 年、運輸省（当
時）、高知県、夜須町によって、観光振興を目的に、手結港マリンタウンプロジェクト（沿岸
総合利用モデル事業）が計画され、大手の浜の高緯度サンゴ群生地を埋め立てて、マリーナ
建設を行う計画が示されました。これに対し、地元団体である大手の浜・なぎさの会を中心
にサンゴ観察会やサンゴ保全の呼びかけと実施が行われ、その結果、マリンタウンプロジェ
クトの計画が変更となり、マリーナの建設は中止となりました。

マリンタウンプロジェクトをめぐっては、多くの自然保護活動と同様に、事業提案・実施主
体ならびに地元の賛成派と、地元の反対派ならびに環境保護団体が対立しました。沿岸開発
の取りやめによってサンゴの生息地が守られた一方、対立によって地域住民の間に生まれた
心理的な隔たりやわだかまりは負の結果として残りました。これからの保全と持続可能な利
活用においては、利害関係者が対立する構造ではなく、対話と協働、調和を重視することが
よりよい成果につながると考えています。
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■ 普及啓発・意識向上
【多様な関係者との情報共有や対話】
高緯度サンゴ群集生態系の保全と持続可能な利活用の推進における主体は地域です。海の恵み
を受けている地域の住民や事業者、沿岸利用者、教育機関、自治体、コミュニティ等が、活
動の目的について共通理解を持つと同時に、各自の立場や日常の文脈で意義を感じなければ、
興味関心や活動への参加、フィードバックを得ることはできません。また地域外にも、関係
省庁や県、業界団体、研究機関、メディア、地域を訪れる人等、活動に欠かせない関係者が
存在します。そこで、地域内外の関係者に対して活動に関する情報の共有や対話を積極的に
行いたいと考えています。

また、愛媛・高知・徳島の 3県とその市町村には、地域ごとに多様な自然条件や環境、産業
やインフラの状況、生活環境や文化があり、保全と持続可能な利活用においては、共通項と
差異を学び合い、連携することが有効です。3県やその市町村の関係機関、地域の拠点施設や
研究機関を主な対象とする広域ネットワークを構築し、情報共有や相互理解、連携につなげ
ていく予定です。

■ かく乱要因とその影響の回避・軽減
【新しい考えの理解促進とより効果的な実施方法の検討】
サンゴ食害生物の駆除活動や気象現象への対策、人間活動とその影響の回避・軽減が、気候
変動の影響を受ける高緯度サンゴの保全につながることは、あまり知られていません。なか
でも影響範囲や被害が比較的大きい台風や豪雨による海岸の崩壊や河川からの土砂や濁水の
流入への対策が、高緯度サンゴの保全として有効な手段となることについて、担い手や関係
者の理解を促し、活動の継続と拡大を図っていきたいと考えています。

また、現在さまざまな主体によって対策活動が行われていますが、人手や資金が限られる中
では、全体としてより効果的（場合によっては効率的）な実施方法が必要です。実施主体や
担い手の協力を得ながら、その検討を進めていく予定です。

■ 持続可能な利活用の検討と実施
【社会実装への仕組みづくり】
持続可能な利活用の検討や実施が遅れたり、行われなかったりした場合、沿岸生態系の劣化
や、地域社会や経済・文化の衰退、地域力の低下につながりかねません。

各関係者とすでに実施している対話において、そのリスクへの理解は比較的得られやすい一
方、社会実装を図るうえでの大きな課題は、仕組みだと考えています。地域内外の関係者が、
互いの範囲内で活動に協力・参加しながら、それらが断片化しないよう、仕組みづくりや全
体調整を行っていきます。






